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Ⅰ．はじめに
平成元年の教育課程改訂から小学校低学年
理科は廃止、生活科が新設され、自然の材料
を使って工作し「遊びを工夫する」こと、ま
た平成 10 年改訂には「遊びを楽しむ」こと
が加わった。その一方で、理科的な工作など
については単元や章として取り上げられてお
らず、理科的な視点が不足しているとの指摘
もあった（松原・岩間、2017b）。
平成 20 年改訂の学習指導要領生活科の教
科目標は、「具体的な活動や体験を通して、
自分と身近な人々、社会及び自然とのかかわ
りに関心をもち、自分自身や自分の生活につ
いて考えさせるとともに、その過程において
生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ、自
立への基礎を養う」であり、平成 29 年改訂
で、「具体的な活動や体験を通して、身近な
生活に関わる見方 ･ 考え方を生かし、自立し
生活を豊かにしていくための資質・能力を
……育成することを目指す」となった。
また平成 20 年改訂生活科の内容 ⑹ は、
「身近な自然を利用したり、身近にある物を
使ったりなどして、遊びや遊びに使う物を工
夫してつくり、その面白さや自然の不思議さ
に気付き、みんなで遊びを楽しむことができ
るようにする」であり、平成 29 年改訂の学
習指導要領生活科の内容 ⑹ にも同様な記載
があったが、文末が「……不思議さに気付く
とともに、みんなと楽しみながら遊びを創り
出そうとする」となり、「遊びの創造」が加
わった。
本研究では、平成元年に始まった生活科第
１学年「木の実を使った遊び」及びそれ以前
の小学校理科における「木の実を使った遊
び」に関連する領域内容の変遷を調査すると
ともに、平成 20 年改訂学習指導要領に基づ
いた平成 23 年度版と平成 27 年度版の第１学
年生活科教科書の「木の実を使った遊び」の
内容を調査・分析し、「木の実を使った遊
び」を通した自然の不思議さへの気付き１）と
身近なものを使った遊びの工夫と創造につい
て考察した。
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Ⅱ．方法
１．学習指導要領の調査 
小学校学習指導要領生活科第１学年「木の
実を使った遊び」に関連する領域内容の変遷
を調査した。
対象：昭和 22 年試案、昭和 27 年試案、昭和
33 年改訂、昭和 43 年改訂、昭和 52 年改
訂の各小学校学習指導要領理科第１、２学
年の「木の実を使った遊び」に関連する領
域の内容。平成元年改訂、平成 10 年改訂、
平成 20 年改訂、平成 29 年改訂の学習指導
要領生活科およびそれに基づく学習指導要
領解説生活編における「木の実を使った遊
び」に関連する領域の内容（文部省、
1947；1952；1958；1968；1977；1989；
1998；1999、文部科学省、2008；2017）。
２．生活科第１学年「木の実を使った遊
び」に関連する教科書の調査
対象：生活科教科書；平成 27 年度版（平成
20 年改訂学習指導要領に基づく教科書、
以下 [H27] と記す）、平成 23 年度版（平成
20 年改訂、[H23]）
以上、第１学年全８社（DN、 TS、 KR、 
KS、 GT、 SK、NB、MT）、計 16 冊。
理科教科書；昭和 61 年度版（昭和 52 年改訂、
[S61]）、昭和 49 年度版（昭和 43 年改訂、
[S49]）、昭和 40 年度版（昭和 33 年改訂、
[S40]）
以上、第１学年、第２学年（DN、 TS、 
KR）、計 18 冊。　合計 34 冊。
調査内容：第１学年「木の実を使った遊び」
に関連する単元の内容
方法：学習指導要領の「内容」及び「内容の
取り扱い」に従い、教科書の記述を調査・
分析した。
３．「木の実を使った遊び」についての
質問紙調査
大学生を対象に「木の実を使ったおもちゃ
作り」について調査した。
内容：第１年生活科「木の実を使ったおもち
ゃ作り」にふさわしいおもちゃについて
対象：A 大学教育学科の平成 29 年度第１学
年の学生 79 名（男子 58 名、女子 21 名）
実施時期： 2017 年 11 月
Ⅲ．結果と考察
１．学習指導要領の改訂と内容の変遷
表１は、小学校学習指導要領の内容の変遷
をまとめたものである。
昭和 22 年試案：生活単元 ･ 問題解決学習
と呼ばれた。第１学年理科「植物の生活」に
は、「木の葉を集めていろいろな細工物を作
る。」と記載され、マツ葉細工・ササの葉の
帆かけ舟・ツバキの葉の舟等、ナズナの穂の
ガラガラ、スズメノテッポウの笛、木の実
（ドングリのこま・笛など）を作って遊ぶ例
が示されていた。
昭和 27 年試案：昭和 22 年試案と同様に生
活単元・問題解決学習と呼ばれた。第１学年
理科に「おもちゃや簡単な道具のはたらきに
興味をもって使う」と記され、機械や道具が
役に立っていることを知り、道具を大切に使
うよう示されていた。
昭和 33 年改訂：系統学習に移行した。現
行の第１学年生活科「木の実を使った遊び」
で扱われている内容が、第１学年、第２学年
理科で扱われるようになった。第１学年では、
「木の実や茎・葉を使って木の実遊び」「草笛
つくりや葉ならべ」などが扱われ、第２学年
では、「こまの回り方、やじろべえのつり合
い、落下傘の飛び方」などが扱われており、
木の実や木の葉を使った遊びの工夫が記され
ていた。
昭和 43 年改訂：教育の現代化が謳われ、
「理解」に重きが置かれていた。第２学年で
「やじろべえの重りのはたらき」、音が聞こえ
るときは、「音を出している物が震えている
こと、震えが物を伝わること」を理解させる
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表１ 小学校学習指導要領における生活科第１学年「おもちゃ作り」に関連する内容の変遷 
改訂年 学年 内容
昭和22年
試案
（理科）
1
単元二　植物の生活　３，木の葉を集めていろいろな細工物を作る．(マツ葉細工・
ササの葉の帆かけ舟・ツバキの葉の舟等) ．６，ナズナの穂のガラガラを作る．
７，スズメノテッポウの笛を作る．15，木の実ひろい（ ドングリのこま・笛などを作
る)．
1 ５. ａ．おもちゃや簡単な道具のはたらきに興味をもって使う．
2 ５．ａ．おもちゃなどのしくみや動かし方に興味をもつ．
1
(１) イ (イ)　野山で，草つみ・花つみ・花束つくりなどをして遊び，それぞれの花の
種類や様子に気づく．また，木の実や茎・葉を使って木の実遊びをくふうしたり，
草笛つくりや葉ならべなどをしたりして，実・茎・葉の色や形などに気づく．
2
(３)　身近にある簡単な道具やおもちゃなどでいろいろくふうして遊び，これに関連
した自然科学的な事実に気づくように導く．ウ　こまの回り方を調べる．エ　やじろ
べえのつりあいを調べる．オ　落下さんの飛び方を調べる．キ　音の出方に関心
をもつ．
昭和43年
改訂
（理科）
2
Ｂ　物質とエネルギー (４)　やじろべえの立ち方から，おもりのはたらきを理解させ
る．(６)　音が聞こえているときは，音を出している物が震えていることや，その震
えが物を伝わることを理解させる．
1
(１)　いろいろな植物を探したり，葉，花，実などを使った活動をしたりさせながら，
それらの色，形，汁(しる)などの特徴に気付かせる．
2  (７)　いろいろな物を使って音を出したり伝えたりさせながら，音が出ている物は震えていること及び糸などは音を伝えることに気付かせる．
1
(４)　土，砂などで遊んだり，草花や木の実など身近にあるもので遊びに使うもの
を作ったりして，みんなで遊びを工夫することができるようにする．
2 (４)　身の回りにある自然の材料などを用いて遊びや生活に使うものを作り，みんなで遊びなどを工夫することができるようにする．
平成10年
改訂 1，2
(６)　身の回りの自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどして遊びを工夫
し，みんなで遊びを楽しむことができるようにする．
平成20年
改訂 1，2
（6）身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどして，遊びや遊びに使
う物を工夫してつくり，その面白さや自然の不思議さに気付き，みんなで遊びを楽
しむことができるようにする．
平成29年
改訂 1，2
(6) 身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通
して，遊びや遊びに使う物を工夫してつくることができ，その面白さや自然の不思
議さに気付くとともに，みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする．
昭和52年
改訂
（理科）
平成元年
改訂
昭和27年
試案
（理科）
昭和33年
改訂
（理科）
松原 静郎・岩間 淳子
38
内容であった。
昭和 52 年改訂：ゆとりと充実をキャッチ
フレーズとした。第１学年理科には「葉、花、
実などを使った活動をしたりさせながら、そ
れらの色、形、汁などの特徴に気付かせる」
よう示されていた。第２学年理科には「音が
出ている物は震えていること及び糸などは音
を伝えることに気付かせる」よう記されてい
た。
平成元年改訂：生活科が新設された。第１
学年内容（4）は「土、砂などで遊んだり、
草花や木の実など身近にあるもので遊びに使
うものを作ったりして」、第２学年内容（4）
は「身の回りにある自然の材料などを用いて
遊びや生活に使うものを作り」と記され、第
１、２学年ともに、「みんなで遊びなどを工
夫することができるようにする」と示されて
おり、「遊び」に重点が置かれたことがわか
る。ただし、具体的な活動や体験については
記載されていない。
平成 10 年改訂：生きる力の育成を柱とし、
生活科の基本方針で「知的な気付きの重視」
が提言された。第１、２学年の目標及び内容
は統一され、内容（6）に「身の回りの自然
を利用したり、身近にある物を使ったりなど
して遊びを工夫し、みんなで遊びを楽しむこ
とができるようにする」と記され、「自然の
利用」が示された。
平成 20 年改訂：生活科での気付きの質を
高める指導や、自然の不思議さや面白さを実
感する学習活動が提言された。第１、２学年
では、内容（6）「自然や物を使った遊び」に
「身近な自然を利用したり、身近にある物を
使ったりなどして、遊びや遊びに使う物を工
夫してつくり、その面白さや自然の不思議さ
に気付き、みんなで遊びを楽しむことができ
るようにする」と記された。
平成 29 年改訂：資質 ･ 能力の三つの柱を
中心に据えた教育課程が示された。内容（6）
は、「身近な自然を利用したり、身近にある
物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、
……みんなと楽しみながら遊びを創り出そう
とする」となり、「身近にあるものを使った
りなどして」が「身近にあるものを使ったり
するなどして遊ぶ活動を通して」になり、体
験活動を一層重視したものになった。また、
「遊びを創り出そうとする」との記載が加わ
ったが、これは、自ら活動し創造するアクテ
ィブラーニング（主体的・対話的で深い学
び）を意識したものと考えられる。
２．低学年理科との比較
表２に、昭和 33、43、52 年各改訂及び平
成 20 年改訂の学習指導要領に基づく教科書
３社の内容をまとめた。なお、低学年理科と
の比較は、生活科第１学年「木の実を使った
遊び」の単元に関わる内容に限定をした。
1）単元名、ページ数
昭和 33 年改訂の学習指導要領に基づく昭
和 40 年度版第１、２学年理科教科書（以下
[S40] と記す、他の年度も同様に記載）の単
元名は「きのはやきのみ」や「あきのの山、
こま」などであり、第１、２学年合計８～
12 ページであった。昭和 43 年改訂の [S49]
の単元名は３社共に「やじろべえ」であり、
ページ数は４～６ページであった。昭和 52
年改訂の [S61] では単元名が「きのは きのみ 
あつめ」や「あきのくさき」などで、ページ
数は４～６ページであった。[H27] と [H23]
の生活科については、次節参照。 
2）木の実を使ったおもちゃ
低学年理科では、ドングリ（コナラやクヌ
ギの実）を使ったこまや人形、やじろべえ、
マツかさの人形、ジュズダマのネックレスな
どの例が挙げられていた。
3）安全性や環境
低学年理科教科書には、安全性や環境に配
慮した記述はなかった。なお、当時も高学年
では安全性の記述がみられた（松原 ･ 岩間、
2017）。
３．生活科教科書「木の実を使った遊び」
表３‒1、2 は、平成 20 年改訂の小学校学
習指導要領に基づく第１学年生活科教科書８
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社の「木の実を使った遊び」の内容を、平成
27 年度版（[H27]、現行教科書）と平成 23
年度版 （[H23]、旧教科書）を比較し、まと
めたものである。
1）単元名、ページ数（項目１、６）
章のページ数は、[H27] は２～４ページ
（平均 3.1 ページ）、[H23] は２～４ページ（平
均 3.3 ページ）で、１社で１ページ減ってい
ただけで他社に変化はなかった。
「木の実を使った遊び」に関連する章名は
「あきとふれあおう」「あきのあそび」などで、
３社では [H27] と [H23] で変わりなかったが、
「たのしもうあき」「あきとともだちになろ
う」など「あそぶ」「たのしもう」「ともだ
ち」を入れた教科書が [H27] ５社、[H23] ４
社で１社増えていた。
２）木の実を使ったおもちゃ（項目２）
ドングリ、トチ、マツかさなどを使ったお
もちゃの例が挙げられていた。作品数は、
[H27] が４～９種類（平均 6.8 種類）、[H23]
は４～ 10 種類（平均 6.9 種類）で、掲載数
は各社で異なり、[H27] と [H23] で大差はな
かった。
作品例では、ドングリを利用した物として
「こま、やじろべえ、けんだま、ブローチ」、
マツかさを利用した「人形、かざり」、木の
葉を利用した絵の他、音を出す楽器としてド
ングリを用いた「マラカス、たいこ」、トチ
の「とちのみぶえ」などが挙げられていた。
３）安全性、環境に関する記述（項目４、５）
安全性に関する「どうぐをただしくあんぜ
んにつかおう」「どうぐでけがをしないよう
にしよう」などの記述は、[H27] が７社、
[H23] は５社で２社増えていた。環境に配慮
する「ごみはわけてすてる」「わけてかたづ
ける」などの記述は、[H27] が５社、[H23]
は４社で１社増えていた。
これらの記述は、児童の安全や環境に対す
る考えを醸成するため、重要であると考えら
れる。
４）気付きを促す問いかけ、語りかけ（項目３）
生活科では新設当初から、「気付き」が重
視されてきた。表中の 3 気付き A「遊びの
面白さ、自然の不思議さに対する気付き」に
関する「いろんなかたちやいろがあるね」
「ちがうおとがするね」などの記述は、 [H27]
が０～５（平均 1.3）、[H23] は０～５（平均
1.4）であった。また、表中の 3 気付き B の
「遊びの工夫など、気付きの質の高まり」に
関する記述は、[H27] が０～４（平均 1.5）、
[H23] は０～３（平均 1.0）であり、平均 0.5
増えていた。
また、平成 29 年改訂の学習指導要領の内
容に記されている表中の 3 創造 C「遊びの創
図1　遊びの創造に関する記述
生活科における身近なものを使った遊びの工夫と創造──第 1学年「木の実を使った遊び」を例に──
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造」に関する記述は、[H23] には見られなか
ったが、[H27] では遊びの創造を促す次のよ
うな記述が３社に見られた（図1）。「くふう
すると こんなにたのしいあそびが できるん
だね」、「たっぷりあそんだね。もっとなにか
できるかな」、カード（くふうしたよカー
ド）の「もっとほかにしてみたいことはある
かな」。特に最後のカードでは、問いかけに
対する児童の回答例として「あたらしいあそ
びをかんがえたい」という、他の児童に創造
を誘発する記載が示されていた。
４．木の実を使ったおもちゃ作り
表４、表５は、大学生 79 名を対象に、第
１学年生活科「木の実を使った遊び」にふさ
わしいおもちゃ作りについて調査した結果を
まとめたものである。作ったおもちゃについ
て記載した記録用紙の、① 作品名と作品図、
② 発見したこと、③ 工夫したことを調査し
た。なお、作品を２例挙げている学生が８名
いた。
作品数の１位は「マラカス」39 件（49％）、
２位は「でんでんだいこ」19 件（24％）、３
位は「けんだま」15 件（19％）、４位は「や
じろべえ」7 件（９％）であり、これらは教
科書に例が載っているおもちゃであった。そ
のほかの作品、「おみくじ」「ドングリ人形」
「滑り台」は合わせて 7 件（9％）であった。
表5 に示す発見したことについて、マラ
カスの「（ドングリの大きさが）小さいと高
い音が鳴り、大きいと低い音が鳴る。力加減
によって音の大きさが変わる（学生 No.1）」
やでんでんだいこの「どんぐりの大きさや、
たいこの役割のダンボールの大きさで、音の
大きさや、音の高さが変わったりしていた
（5）」では、ドングリの大きさやドングリの
数の多寡と、音の大きさや音程の高低とを比
べて関係を、また、すべり台では、「ドング
リの形と大きさによって、回転する回数が違
う」ことを見いだしていた。そのほか、でん
でんだいこの「ひもの長さと面の大きさが大
事だと思った（4）」やけん玉の「松ぼっくり
の大きさを変えることで難しさを変えること
ができる（7）」、やじろべえの「大きさを変
えることで、ゆれ方が変化した（9）」、おみ
くじの「大きいドングリはいくら穴がおおき
くても出づらい（11）」などのことを見いだ
し、遊びの中から理科的なこれらのことが見
いだせることを示した。
一方、工夫したことについては、遊ぶ際の
工夫や遊びに使う物の製作上の工夫（コツ）
が多く示されていた。遊ぶ際の工夫では、マ
ラカスの「大きいまつかさを下にすることで、
小さい木の実が上に跳ねやすく、より音がひ
びいた（2）」や「まわすように動かすとドン
グリも回転し、ぶつかる音がよくきこえる
（3）」、でんでんだいこの「ひもを付ける位置
を中心に近い位置から外側にかえたら、上手
くなるようになった（4）」、けんだまの「松
かさにひもを結ぶ位置を真ん中より少し上で
結ぶとよい（7）」、おみくじの「同じくらい
のどんぐりを使うとまんべんなく出てくる
（11）」などの記述が見られた。遊びに使う物
を製作する上での工夫では、マラカスの「し
っかりとセロハンで止めることにより力一杯
振っても外れない（1）」、でんでんだいこの
「ダンボールをはり合せて、その間に空間を
つくったら、いい音がなるようになった（5）」、
けんだまの「ドングリをセロテープで頑丈に
まいたので壊れる心配がない（8）」、やじろ
表４「木の実を使ったおもちゃ」の作品 (N=79)
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表５ 第１学年「おもちゃ作り」で発見したこと、工夫したこと 
 
学生
No.
作品 発見したこと 工夫したこと
1 マラカス
小さいと高い音が鳴り，大きいと低い音が鳴る．力
加減によって音の大きさが変わる．数が多いと音
がまとまるが，少ないと一個それぞれの音が聞こ
える．
われたどんぐりでも入れて振れば鳴った．しっかり
とセロハンで止めることにより力一杯振っても外れ
ない．中に入れるどんぐりの形を統一するとばらつ
きがなくなり，きれいな音が出る．
2 マラカス
下のコップを紙コップで中をみえなくすることで，最
初に子どもに音をきかせる時に，興味をわかせら
れると思った．どんぐりの数を多く入れることで音
が大きくなる．紙コップでのひびきは音が低く，プラ
コップでは音が高く出る．
大きいまつかさを下にすることで，小さい木の実が
上に跳ねやすく，より音がひびいた．また，まつか
さを多くいれることで，カサカサとやわらかい音が
出た．班で２つマラカスをつくり，１つはドングリだ
け，２つ目はまつかさを２つとどんぐり２つ入れて，
音をならしてみると，音楽の創作授業のようで横断
的に学習できたように感じた．
3 マラカス
ドングリ同士がぶつかる音よりもドングリが紙コッ
プにぶつかる音の方が大きく聞こえた．白い紙コッ
プの方が音が大きく聞こえドングリが跳ねやす
かった．ドングリが大きいと音も大きく，小さいと音
も小さかった．ドングリの大きさが小さいと高い音
がきこえた．
速く動かすと大きく跳ね，音が大きく聞こえた．ゆっ
くり動かすとカラカラという高い音が聞こえた．まわ
すように動かすとドングリも回転し，ぶつかる音が
よくきこえる．
4
でんでん
だいこ
ひもの長さと面の大きさが大事だと思った．しっか
りつなげないとテープが取れて危ない．早く回すと
しっかり面に当たって良い音がなった．
ひもを付ける位置を中心に近い位置から外側にか
えたら，上手くなるようになった．ひもの長さを上手
く調節したらなった．どんぐりの大きさが小さいと早
くパンパンなるが，重いと音が違う．
5
でんでん
だいこ
どんぐりの大きさや，たいこの役割のダンボールの
大きさで，音の大きさや，音の高さが変わったりし
ていた．わりばしをわって，たてに半分にすると回
しやすくなった．
ダンボールをはり合せて，その間に空間をつくった
ら，いい音がなるようになった．形のいいどんぐり
にすると，きんとうにいい音がなるようになった．
6
でんでん
だいこ
台の大きさが大切．ヒモの長さも大切．ドングリは
まるいほうが良い．ゆっくりくるくるするとよくなる．
どんぐりのつける位置を工夫しました．台に絵をか
いて，かわいくしました．
7 けんだま
松ぼっくりの大きさを変えることで難しさを変えるこ
とができる．松ぼっくりだとコップのふちに挟むこと
も技の１つとしてできる．
松かさにひもを結ぶ位置を真ん中より少し上で結
ぶとよい．かさが開いている松ぼっくりで作ると，ひ
もが結びやすく，きれいに作れる．
8 けんだま ヒモを短くすると簡単になって，ヒモが長くなると難しくなる．
ヒモを短くして小学生でも簡単に遊ぶことができる
ようになった．ドングリをセロテープで頑丈にまい
たので壊れる心配がない．
9 やじろべえ 大きさを変えることで，ゆれ方が変化した．竹ぐしの長さをかえてもゆれ方が変化した．
中心のドングリより横のドングリを下に付けると上
手くできた．
10 やじろべえ
竹ぐしのかわりにつまようじで作成してみたところ，
竹ぐしで作った方が安定した．また，竹ぐしの延長
につまようじを使い，左右で長さを調節すると，箱
から落ちるということはなくても，長い方にずっと傾
いたままだった．
竹ぐしの長さを長くすると安定した．竹ぐしをさす角
度を左右で同じにした方が安定した．
11 おみくじ 大きいドングリはいくら穴がおおきくても出づらい． 同じくらいのどんぐりを使うとまんべんなく出てくる．
12
ドングリ
人形 ドングリの元々の模様を生かすことも大事．
細長いドングリは全身を描き，小さいものは顔だけ
描くと上手くできる．
13 すべりだい
ドングリは不規則に転がるので，どこに落ちるか
わからない．ドングリの形と大きさによって，回転
する回数が違う．
大きさの違う紙コップを使って坂を作った．道は割
りばしで作って，ドングリの大きさに合わせて落ち
るように調節した．
注）回答は原文のまま，作品の代表例を挙げた．
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べえの「中心のドングリより横のドングリを
下に付けると上手くできた（9）」「竹ぐしの
長さを長くすると安定した（10）」、ドングリ
人形の「細長いドングリは全身を描き、小さ
いものは顔だけ描くと上手くできる（12）」
などの記述が見られた。
また、「班で２つマラカスをつくり、１つ
はドングリだけ、２つ目はまつかさを２つと
どんぐり２つ入れて、音をならしてみると、
音楽の創作授業のようで横断的に学習できた
ように感じた（2）」とけんだまの「松ぼっく
りだとコップのふちに挟むことも技の１つと
してできる（7）」は、見付けたことや工夫し
たことを基に、新たな遊びを創り出した例と
考えられる。
Ⅳ．まとめ
低学年理科、昭和 22 年試案では「木の葉、
木の実を集めて工作すること」、昭和 33 年改
訂では「木の実や葉を使って遊びを工夫する
こと」が記されていた。昭和 43 年改訂は
「教育の現代化」と言われた時代で「理解」に
重きが置かれ、昭和 52 年改訂の「ゆとりと充
実」では、再び「葉、花、実などを使った活
動」が記載されていた。
平成元年改訂から低学年理科は生活科に変
わり、草花や木の実、自然の材料を使って工
作し「遊びを工夫すること」、平成 10 年改訂に
は「遊びを楽しむ」ことが加わった。その一方
で、理科的な工作などについては単元や章とし
て取り上げられてこなかった。
現行の平成 20 年改訂では、「遊びや遊びに
使う物を工夫してつくり」と記載され、教科書
にも「おもちゃをつくろう」など章として扱われ
るようになった。さらに平成 29 年改訂では、
文言に「遊びを創り出そうとする」との記載が
加わり、「創造」に重点が置かれるようになった。
現行の教科書でも次期学習指導要領を見据え、
「遊びの創造」を促す記述が３社に見られた。
また、「木の実を使った遊び」にふさわしいお
もちゃ作りについて大学生に調査した結果、お
もちゃ作りを体験していく中で、遊びを創り出
した例が 2 例あった。
平成 29 年改訂の次期小学校学習指導要領
では、「不思議さに気付くこと」を知識及び技
能の基礎、「遊びを工夫してつくること」を思考
力･ 判断力･ 表現力の基礎、さらに「遊びを創
り出そうとする力」を学びに向かう力と位置付
けている。教科書においても、さらなる活動
や体験の充実が求められるであろう。「木の実
を使った遊び」を通して、遊びを工夫し、理科
的な視点を伴った遊びを創り出していく活動が
多くなされることを期待したい。
【注】
1） 活動を繰り返したり対象とのかかわりを深
めたりする活動や体験の充実こそが、気付
きの質を高めていくことにつながるとされ
ている（文部科学省、小学校学習指導要領
解説、2008、p.48）。生活科の「気付き」
に関しては、以下の報告がある（岩間・松
原、2015；2016：2017、 松 原・ 岩 間、
2017b）また、理科に関しては、次の報告
がある（松原・岩間、2016：2017a）。
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